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姶良中央地区1市6町（国分市、溝辺町、横川町、牧園町、霧島町、隼人町、福山町）

姶
良
中
央
地
区
合
併
協
議
会
の
第
三
十
八
回
協
議
会
が
八
月
四

日
、
第
三
十
九
回
協
議
会
が
八
月
十
七
日
に
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
議
で
は
、
諸
般
の

報
告
の
ほ
か「
合
併
ま
で
に
調
整
す
る
」と
さ
れ
て
い
た
事
務
事
業

等
の
取
扱
い
に
か
か
る
具
体
的
調
整
内
容
の
報
告
や
、「
新
市
の
市

章
」に
つ
い
て
の
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
三
十
八
回
協
議
会

【
報
告
事
項
】

○
報
告
第
三
十
八
号

学
校
教
育
事
業
の
取
扱
い
に
つ
い
て

○
報
告
第
三
十
九
号
ー
①

社
会
教
育
事
業
の
取
扱
い
に
つ
い
て

○
報
告
第
四
十
号
ー
①

農
林
水
産
関
係
事
業【
農
業
】の
取
扱
い
に
つ
い
て

○
報
告
第
四
十
一
号
ー
①

建
設
関
係
事
業【
土
木
】の
取
扱
い
に
つ
い
て

○
報
告
第
四
十
一
号
ー
②

建
設
関
係
事
業【
都
市
整
備
】の
取
扱
い
に
つ
い
て

○
報
告
第
二
十
二
号
ー
③

霧
島
市
市
章
検
討
小
委
員
会
の
協
議
の
経
過
及

び
結
果
に
つ
い
て

第
三
十
九
回
協
議
会

【
報
告
事
項
】

○
報
告
第
三
十
号
ー
②

国
民
健
康
保
険
事
業
の
取
扱
い
に
つ
い
て

○
報
告
第
三
十
一
号
ー
②

保
健
衛
生
事
業
の
取
扱
い
に
つ
い
て

○
報
告
第
三
十
二
号
ー
②

障
害
者
福
祉
事
業
の
取
扱
い
に
つ
い
て

○
報
告
第
三
十
三
号
ー
②

高
齢
者
福
祉
事
業
の
取
扱
い
に
つ
い
て

○
報
告
第
四
十
二
号

そ
の
他
の
福
祉
事
業【
老
人
医
療
】の
取
扱
い
に
つ

い
て

○
報
告
第
四
十
号
ー
②

農
林
水
産
関
係
事
業【
農
業
】の
取
扱
い
に
つ
い
て

○
報
告
第
四
十
三
号

農
林
水
産
関
係
事
業【
林
業
】の
取
扱
い
に
つ
い
て

○
報
告
第
四
十
四
号
ー
①

農
林
水
産
関
係
事
業【
耕
地
】の
取
扱
い
に
つ
い
て

○
報
告
第
四
十
五
号

商
工
･
観
光
関
係
事
業
の
取
扱
い
に
つ
い
て

○
報
告
第
四
十
一
号
ー
③

建
設
関
係
事
業【
都
市
整
備
】の
取
扱
い
に
つ
い
て

○
報
告
第
四
十
一
号
ー
④

建
設
関
係
事
業【
建
築
住
宅
】の
取
扱
い
に
つ
い
て

○
報
告
第
三
十
七
号
ー
②

そ
の
他
事
業【
選
挙
管
理
委
員
会
関
係
事
務
】の

取
扱
い
に
つ
い
て

○
報
告
第
四
十
六
号

そ
の
他
事
業【
温
泉
事
業
】の
取
扱
い
に
つ
い
て

第
三
十
八
・
九
回
協
議
会
内
容

霧島市誕生記念「夏休みバスツアー」で、1市6町の施設見学等を

行っている子供達です。
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霧
島
市
の
市
章
が
決
ま
り
ま
し
た
。

新市の市章については、5月1日から6月20日までの

51日間募集を行い、2,923点の応募がありました。

市章検討小委員会（林　麗子委員長）では、「市章検

討アドバイザー」の協力を得て1次選考において49点

に絞り込み、2次選考において16点に、さらに3次選考

において5点の市章候補作品に絞り込み、第38回合

併協議会へ報告を行いました。

この報告を受け、8月17日開催の第39回合併協議

会において協議がなされ、上記作品が選定され、霧島

市市章に決定されました。

第
三
十
八
回
協
議
会

【
報
告
事
項
】

○
報
告
第
三
十
八
号
　
学
校
教
育
事
業
の
取
扱

い
に
つ
い
て

協
定
項
目（
25
―
20
）で
合
併
ま
で
に
調
整

す
る
と
し
て
い
た
学
校
教
育
事
業
に
つ
い
て
、

次
の
と
お
り
報
告
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

【
遠
距
離
通
学
費
補
助
金
】

一
　
公
共
交
通
機
関
利
用
者
は
、
定
期
券

代
実
費
を
補
助
す
る
。（
毎
年
）

二
　
自
転
車
利
用
者
は
、
自
転
車
購
入
費
の

一
部
又
は
全
額
を
一
回
限
り
補
助
す
る
。

た
だ
し
、
限
度
額
を
三
万
円
と
す
る
。

三
　
徒
歩
通
学
者
は
、
小
学
生
は
年
額
二

万
五
千
円
、
中
学
生
は
年
額
四
万
二
千

円
を
定
額
補
助
す
る
。（
毎
年
）

（
一
）徒
歩
通
学
者
の
範
囲

①
通
学
路
に
公
共
交
通
機
関
及
び
ス
ク
ー

ル
バ
ス
が
な
い
者

②
通
常
の
始
業
時
刻
に
あ
っ
た
路
線
バ
ス

等
が
な
い
者

③
自
宅
か
ら
駅
又
は
バ
ス
停
間
が
遠
方
、

道
路
の
高
低
差
が
著
し
い
な
ど
、
常
用

の
利
用
に
適
さ
な
い
者

④
身
体
的
又
は
知
的
障
害
に
よ
り
、
公
共

交
通
機
関
の
利
用
が
困
難
な
者

四
　
制
度
の
統
一
時
期
は
、
平
成
十
八
年
度

か
ら
と
す
る
。

【
奨
学
資
金
】

一
　
貸
与
額

（
一
）大
学
院
　
八
万
七
千
円
以
内

（
二
）大
学
等
　
四
万
四
千
円
以
内

霧島市
［デザインの趣旨］

霧島連山と「K」がモチーフ。上から「花は霧島」の花と夢と元気と霧島連山。緑
で山々と豊かな平野部。紺で水清き天降川。下の紺で波静かな錦江湾。全体に
躍動感をつけて雄大な自然と市民が融合し世界へ躍進する霧島市を表現。

〈作者名〉 田中　一則 （鹿児島市在住）
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姶良中央地区

（
三
）高
等
学
校
等

一
万
八
千
円
以
内

二
　
償
還
年
数
等

（
一
）償
還
の
始
期
は
、
卒
業
の
翌
月
か
ら
起

算
し
て
一
年
後

（
二
）償
還
年
数

高
等
学
校
等
　
八
年

大
学
等
　
十
年

大
学
院（
二
ヵ
年
課
程
）
十
年

大
学
院（
三
ヵ
年
課
程
）
十
五
年

（
三
）償
還
方
法
は
、
月
賦
･
半
年
賦
･
年

賦
の
い
ず
れ
か
を
選
択
す
る
。

三
　
選
考
基
準

（
一
）学
業
、
人
物
と
も
に
優
秀
な
者

（
二
）学
費
の
支
弁
が
困
難
な
者

四
　
制
度
の
統
一
時
期
は
、
平
成
十
八
年
度

か
ら
と
す
る
。

【
公
立
幼
稚
園
保
育
料
】

一
　
保
育
料
の
額
は
、
年
額
五
万
千
七
百
円

を
十
一
ヵ
月
で
徴
収
す
る
。

（
月
額
四
千
七
百
円
）

二
　
制
度
の
統
一
時
期
は
、
平
成
十
八
年
度

か
ら
と
す
る
。

【
私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励
費（
単
独
）】

一
　
補
助
限
度
額
及
び
区
分

（
一
）生
活
保
護
世
帯
及
び
市
民
税
非
課
税

世
帯
は
、
三
万
一
千
円（
年
額
）

（
二
）市
民
税
所
得
割
非
課
税
世
帯
は
、
一

万
七
千
八
百
円（
年
額
）

（
三
）市
民
税
所
得
割
課
税
世
帯
は
、
八
千

円（
年
額
）

二
　
制
度
の
統
一
時
期
は
、
平
成
十
八
年
度

か
ら
と
す
る
。

○
報
告
第
三
十
九
号
ー
①
　
社
会
教
育
事
業
の

取
扱
い
に
つ
い
て

協
定
項
目（
25
―
22
）で
合
併
ま
で
に
調
整

す
る
と
し
て
い
た
社
会
教
育
事
業
に
つ
い
て
、

次
の
と
お
り
報
告
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

【
人
権
同
和
教
育
】

一
　
具
体
的
方
策
及
び
事
業
内
容

（
一
）隼
人
町
で
行
っ
て
い
る
次
の
事
業
は
、
継

続
実
施
す
る
。

①
同
和
教
育
啓
発
推
進
協
議
会

②
人
権
学
習
出
前
講
座

③
地
区
公
民
館
人
権
学
習
会

（
二
）他
市
町
は
、
本
庁
人
権
擁
護
推
進
係

と
の
連
携
の
も
と
に
各
種
啓
発
活
動
を
行

う
。

【
社
会
教
育
委
員
】

一
　
人
数
は
十
五
人
以
内
と
す
る
。（
現
在

の
各
市
町
か
ら
最
低
一
人
ず
つ
は
選
出

す
る
。）

二
　
選
出
方
法

【
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
】

一
　
人
数
は
各
拠
点
公
民
館（
現
在
の
各
市

町
ご
と
の
中
央
公
民
館
）ご
と
に
十
人
以

内
と
す
る
。（
全
体
で
七
十
人
以
内
）

二
　
選
出
方
法

拠
点
公
民
館
ご
と
に
各
種
団
体
代
表

者
を
選
出
す
る
。

三
　
任
期
は
二
年
と
す
る
。

【
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
】

一
　
人
数
は
十
五
人
以
内
と
す
る
。（
現
在

の
各
市
町
か
ら
最
低
一
人
ず
つ
は
選
出

す
る
。）

二
　
選
出
方
法

当
面
の
二
年
間
に
つ
い
て
は
、
有
識
者

（
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
経
験
者
）を

各
市
町
か
ら
推
薦
す
る
。
そ
の
後
は
、
幅

広
い
人
材
か
ら
の
選
出
も
検
討
す
る
。

三
　
任
期
は
二
年
と
す
る
。

○
報
告
第
四
十
号
ー
①
　
農
林
水
産
関
係
事
業

【
農
業
】の
取
扱
い
に
つ
い
て

協
定
項
目（
25
―
16
―
①
）で
合
併
ま
で
に

調
整
す
る
と
し
て
い
た
農
林
水
産
関
係
事
業

に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
報
告
が
お
こ
な
わ
れ

ま
し
た
。

【
地
域
農
政
推
進
対
策
事
業（
農
政
審
議
会

含
む
）】

一
　
名
称
は
、「
霧
島
市
農
政
推
進
対
策
協

議
会
」と
す
る
。

二
　
組
織

各
市
町
か
ら
農
業
生
産
組
織
代
表
者

等
を
一
人
ず
つ（
一
人
×
七
市
町
＝
七
人
）

及
び
関
係
機
関
代
表
と
し
て
農
業
委
員

会
、
Ｊ
Ａ
あ
い
ら
、
姶
良
農
業
改
良
普
及

セ
ン
タ
ー
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
中
部
か
ら
一
人

ず
つ
と
そ
の
他
の
計
十
五
人
以
内
と
す

る
。

三
　
審
議
内
容

地
域
農
業
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
関
す
る

こ
と
、
農
業
振
興
地
域
整
備
に
関
す
る
こ

と
、
農
政
の
基
本
方
針
及
び
主
要
施
策
に

関
す
る
こ
と
、
農
業
経
営
改
善
計
画
の
認

定
、
農
業
後
継
者
等
育
成
就
農
支
援
事

業
に
係
る
就
農
計
画
書
の
審
査
、
地
域
水

田
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
に
関
す
る
こ
と
、
そ
の
他

農
政
に
関
す
る
こ
と
。

四
　
任
期
は
二
年
と
す
る
。

【
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
】

一
　
組
織
は
、
農
業
振
興
地
域
整
備
促
進

協
議
会
と
、
霧
島
市
農
政
推
進
対
策
協

議
会
を
併
用
す
る
。

二
　
重
要
案
件
等
に
つ
い
て
は
、
三
ヶ
月
に
一

度
協
議
会
を
開
催
す
る
。

【
農
業
制
度（
振
興
）
資
金
利
子
補
給
事
業

等
】

一
　
目
的
は
、
農
業
者
に
対
し
融
資
す
る
農

業
資
金
の
利
子
補
給
に
関
し
、
必
要
な
助

成
措
置
を
講
じ
、
も
っ
て
農
業
経
営
の
近

代
化
を
推
進
し
、
農
家
経
済
の
安
定
向
上

に
資
す
る
こ
と
と
す
る
。

二
　
合
併
前
の
農
業
制
度（
振
興
資
金
）資

金
利
子
補
給
事
業
分
に
つ
い
て
は
旧
市
町

の
と
お
り
と
す
る
。
ま
た
、
新
市
で
の
実

行
分
に
つ
い
て
の
利
子
補
給
率
は
基
準
金

利
の
二
％
以
上
は
一
％
以
内
、
二
％
未

三
　
任
期
は
二
年
と
す
る
。

各市町枠 

自治公民館長連 
絡協議会代表 

市ＰＴＡ連絡協 
議会代表 

女性団体代表 

学校代表 
（小、中、高等学校 
１人ずつ） 

学識経験者 

７人（社会教育関係者、 
家庭教育の向上に資 
する活動を行う者） 

１人 

１人 

１人 

3人 

2人 
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満
の
と
き
は
そ
の
二
分
の
一
以
内
と
す

る
。（
小
数
点
第
二
位
以
下
は
切
り
捨
て

る
。）

（
金
融
運
営
協
議
会
）

三
　
組
織
は
、
あ
い
ら
農
業
協
同
組
合
、
姶

良
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
、
農
業
委
員

会
事
務
局
、
霧
島
市
農
林
水
産
部
で
構

成
す
る
。

四
　
審
査
案
件

①
農
業
制
度
資
金
借
入
案
件

②
霧
島
市
農
業
経
営
振
興
資
金
借
入
案

件
③
農
業
近
代
化
資
金
に
係
る
利
子
補
給

助
成
案
件

五
　
事
務
局
は
、
霧
島
市
農
林
水
産
部
に
置

く
。

【
農
業
経
営
振
興
資
金（
単
独
）貸
付
事
業
】

一
　
目
的
は
、
農
家
の
経
営
規
模
拡
大
及
び

経
営
改
善
を
図
る
た
め
、
必
要
な
資
金
の

貸
付
け
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

二
　
制
度
内
容

①
利
率
　
　
一
％

②
据
え
置
き
期
間
　
　
三
年

③
償
還
期
間
　
　
八
年

④
二
名
の
連
帯
保
証
人
が
必
要

⑤
担
保
提
供
は
求
め
な
い

⑥
六
十
歳
以
下
が
対
象

⑦
貸
付
限
度
額
　
事
業
計
画
の
八
十
％

以
内
と
し
て
、
最
高
三
百
万
円
ま
で

三
　
対
象
は
、
施
設
園
芸
等
の
経
営
の
合
理

化
、
近
代
化
施
設
設
置
及
び
改
善
資
金
、

生
産
資
材
の
購
入
、
経
営
振
興
上
特
に
必

要
な
資
金
、
災
害
復
旧
資
金
、
農
業
後
継

者
の
経
営
改
善
及
び
規
模
拡
大
資
金
、
そ

の
他
市
長
が
認
め
る
事
業
に
必
要
な
資

金
と
す
る
。

四
　
審
査
は
、
金
融
運
営
協
議
会
で
行
う
。

五
　
基
金
の
原
資
は
、
三
千
四
百
万
円
と
す

る
。

六
　
実
施
時
期
は
、
平
成
十
八
年
度
か
ら
と

す
る
。

【
畜
産
関
係
事
業
補
助
金（
各
種
団
体
･
事

業
関
係
補
助
）】

一
　
各
種
団
体
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
平
成

十
八
年
度
は
新
補
助
基
準
を
定
め
計
上

す
る
。

二
　
各
種
事
業
補
助（
畜
産
関
係
事
業
補

助
）横

川
町
が
実
施
し
て
い
る
削
蹄
・
除

角
・
ス
タ
ン
チ
ョ
ン
事
業
補
助
に
つ
い
て
は
、

平
成
十
七
年
度
ま
で
の
経
過
措
置
と
し
、

新
市
に
お
い
て
速
や
か
に
制
度
を
見
直
す
。

国
分
市
及
び
隼
人
町
で
実
施
し
て
い
る
乳

用
牛
の
優
良
精
液
補
助
、
優
良
種
豚
導

入
補
助
に
つ
い
て
も
同
様
と
す
る
。

【
家
畜
導
入
及
び
保
留
補
助
事
業
】

一
　
目
的
は
、
優
良
牛
の
郡
･
県
外
へ
の
流

出
を
防
ぎ
、
適
正
な
保
留
・
導
入
を
推
進

し
産
地
の
銘
柄
確
立
を
進
め
る
こ
と
と
す

る
。

二
　
郡
子
牛
品
評
会
で
郡
保
留
牛
も
し
く

は
高
育
種
価
候
補
牛
に
選
定
さ
れ
た
牛

に
は
二
万
円
を
交
付
す
る
。
郡
保
留
牛
、

高
育
種
価
候
補
牛
を
導
入
し
た
場
合
、

セ
リ
価
格
五
十
万
円
を
超
え
た
分
の
二

分
の
一
を
補
助
す
る
。
た
だ
し
、
十
五
万

円
を
限
度
と
す
る
。

三
　
地
区
畜
産
共
進
会
に
出
品
し
た
牛
を

対
象
と
し
、
補
助
金
の
交
付
を
受
け
た
牛

は
、
五
年
以
上
飼
育
す
る
こ
と
。

四
　
実
施
時
期
は
平
成
十
八
年
度
か
ら
と

す
る
。

【
家
畜
排
泄
物
処
理
施
設
等
整
備
事
業
】

一
　
目
的
は
、
今
後
の
新
規
就
農
、
後
継
者

就
農
又
は
増
頭
に
伴
う
堆
肥
舎
及
び
畜

舎
改
善
等
施
設
整
備
が
必
要
で
あ
る
事

業
に
つ
い
て
支
援
す
る
こ
と
。

二
　
助
成
額

①
簡
易
堆
肥
舎
整
備
に
つ
い
て

条
件：

肉
用
牛
･
乳
用
牛
･
豚
・
鶏（
ブ

ロ
イ
ラ
ー
）各
畜
種
、
頭
数
に
応
じ
た
規

模
の
整
備
を
す
る
こ
と
。
標
準
事
業
費
の

三
分
の
一
の
価
格
、
も
し
く
は
、
事
業
実

績
額
の
三
分
の
一
の
価
格
の
ど
ち
ら
か
低

い
方
で
補
助
金
を
交
付
す
る
。

標
準
単
価
一
万
五
千
円
／
2

ｍ
の
三
分
の

一
の
五
千
円
を
交
付
す
る
。
補
助
金
の
上

限
は
五
十
万
円
と
す
る
。

②
パ
ド
ッ
ク
牛
舎
整
備
に
つ
い
て

条
件：

一
頭
当
十
2

ｍ
以
上
の
施
設
で
、

補
助
金
の
単
価
は
五
千
円
／
2

ｍ
と
す
る
。

①
と
②
の
重
複
の
補
助
は
行
わ
な
い
。

三
　
実
施
時
期
は
平
成
十
八
年
度
か
ら
と

す
る
。

○
報
告
第
四
十
一
号
ー
①
　
建
設
関
係
事
業

【
土
木
】の
取
扱
い
に
つ
い
て

協
定
項
目（
25
―
18
）で
合
併
ま
で
に
調
整

す
る
と
し
て
い
た
建
設
関
係
事
業
に
つ
い
て
、

次
の
と
お
り
報
告
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

【
砂
防
等
関
連
事
業
】

一
　
分
担
金
の
徴
収
は
行
わ
な
い
。
ま
た
、

土
地
に
つ
い
て
は
無
償
提
供
と
す
る
が
、
建

物
等
に
つ
い
て
は
有
償
と
す
る
。

【
道
路
･
河
川
占
用
等
許
可
関
連
事
務
】

一
　
合
併
前
に
徴
収
し
て
い
る
占
用
料
は
、

経
過
措
置
と
し
て
五
年
間
の
経
過
措
置

期
間
を
設
け
る
。
た
だ
し
、
電
気
事
業
者
、

ガ
ス
事
業
者
及
び
第
一
種
電
気
通
信
事

業
者
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
の
占
用
料
に
1.1

を
乗
じ
た
額
を
徴
収
す
る
。

二
　
協
定
書（
移
転
補
償
）に
つ
い
て
は
、
鹿

児
島
県
に
準
じ
て
行
う
。

三
　
実
施
時
期
に
つ
い
て
は
、
合
併
時
と
す

る
。

○
報
告
第
四
十
一
号
ー
②
　
建
設
関
係
事
業

【
都
市
整
備
】の
取
扱
い
に
つ
い
て

協
定
項
目（
25
―
18
）で
合
併
ま
で
に
調
整

す
る
と
し
て
い
た
建
設
関
係
事
業
に
つ
い
て
、

次
の
と
お
り
報
告
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

【
都
市
計
画
の
決
定
・
都
市
計
画
審
議
会
】

一
　
審
議
会
は
十
五
人
以
内
で
組
織
す
る
。

・
学
識
経
験
の
あ
る
者
　
　
五
人
以
内

・
市
議
会
議
員
　
　
三
人
以
内

・
関
係
行
政
機
関
の
職
員
又
は
鹿
児
島

県
の
職
員
　
　
三
人
以
内

・
本
市
に
住
所
を
有
す
る
者
　
四
人
以

内

二
　
任
期
は
二
年
と
す
る
。
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姶良中央地区

○
報
告
第
二
十
二
号
ー
三
　
霧
島
市
市
章
検
討

小
委
員
会
の
協
議
の
経
過
及
び
結
果
に
つ
い

て第
三
回
市
章
検
討
小
委
員
会
を
七
月
二

十
六
日
に
開
催
し
、
市
章
候
補
作
品
の
選

定
作
業
に
つ
い
て
の
協
議
を
行
い
、
三
次
選

考
に
お
い
て
五
点
の
候
補
作
品
に
絞
り
込

み
、
第
三
十
八
回
合
併
協
議
会
へ
報
告
す

る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
と
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

【
協
議
事
項
】

○
協
議
第
七
十
一
号
　
新
市
の
市
章
に
つ
い
て

新
市
の
市
章
は
、
応
募
作
品
の
中
か
ら

「
霧
島
市
市
章
検
討
小
委
員
会
」に
お
い
て
選

定
さ
れ
た
市
章
候
補
作
品
五
点
の
中
か
ら
、

一
点
を
決
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
事
前
提

案
が
あ
り
、
次
回
の
協
議
会
に
お
い
て
協
議

決
定
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
三
十
九
回
協
議
会

【
報
告
事
項
】

○
報
告
第
三
十
号
ー
②
　
国
民
健
康
保
険
事
業

の
取
扱
い
に
つ
い
て

協
定
項
目（
21
）で
合
併
ま
で
に
調
整
す
る
と

し
て
い
た
国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
い
て
、
次

の
と
お
り
報
告
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

【
レ
セ
プ
ト
点
検
事
業
】

レ
セ
プ
ト
開
示
に
つ
い
て
は
、
霧
島
市
国
民

健
康
保
険
及
び
老
人
保
健
診
療
報
酬
明
細

書
等
の
開
示
に
係
る
取
扱
要
綱
を
整
備
し

実
施
す
る
。

○
報
告
第
三
十
一
号
ー
②
　
保
健
衛
生
事
業
の

取
扱
い
に
つ
い
て

協
定
項
目（
25
―
９
）で
合
併
ま
で
に
調
整

す
る
と
し
て
い
た
保
健
衛
生
事
業
に
つ
い
て
、

次
の
と
お
り
報
告
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

【
母
子
健
診
】

一
　
母
子
保
健
法
に
定
め
る
健
診
以
外
の

健
診
に
つ
い
て
は
統
一
し
て
実
施
す
る
。

健
診
の
受
診
場
所
は
原
則
居
住
し
て
い
る

総
合
支
所
と
す
る
が
、
他
の
総
合
支
所
で

も
受
診
可
能
と
す
る
。
妊
婦
一
般
健
康

診
査
･
乳
児
健
康
診
査
（
九
〜
十
一
ヵ

月
）は
現
行
の
と
お
り
医
療
機
関
に
委
託

す
る
。

○
報
告
第
三
十
二
号
ー
②
　
障
害
者
福
祉
事
業

の
取
扱
い
に
つ
い
て

協
定
項
目（
25
―
11
）で
合
併
ま
で
に
調
整

す
る
と
し
て
い
た
障
害
者
福
祉
事
業
に
つ
い

て
、
次
の
と
お
り
報
告
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し

た
。

【
障
害
児（
身
体
･
知
的
）居
宅
支
援
事
業
】

一
　
単
独
補
助
金
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、

別
表
１
の
と
お
り
補
助
基
準
を
設
け
補

助
す
る
。

二
　
他
自
治
体
か
ら
の
運
営
に
伴
う
赤
字

補
填
は
徴
し
な
い
。
ま
た
、
他
自
治
体
運

営
に
伴
う
赤
字
補
填
は
行
わ
な
い
こ
と
と

す
る
。

三
　
実
施
時
期
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
八
年

度
か
ら
と
す
る
。

○
報
告
第
三
十
三
号
ー
②
　
高
齢
者
福
祉
事
業

の
取
扱
い
に
つ
い
て

協
定
項
目（
25
―
12
）で
合
併
ま
で
に
調
整

す
る
と
し
て
い
た
高
齢
者
福
祉
事
業
に
つ
い

て
、
次
の
と
お
り
報
告
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し

た
。

【
家
族
介
護
用
品
の
支
給
】

一
　
目
的

在
宅
高
齢
者
等
を
介
護
し
て
い
る
家
族

等
に
対
し
、
介
護
用
品
を
支
給
す
る
こ
と

に
よ
り
、
在
宅
介
護
に
お
け
る
家
族
の
精

神
的
及
び
経
済
的
負
担
軽
減
を
図
る
。

介護用品の支給内訳 

支給対象者 

介護度４・５ 

介護度３ 

限度年額 

75,000円 

48,000円 

48,000円 

備　考 

補助対象 

重度心身 
障害者等 

霧島市障害児デイサービス
事業を行うために必要とする
人件費（報酬、給料、職員手
当等、共済費、賃金、報償費
等）、管理費（需用費、役務費、
使用料等） 

下記に定める額を限度額とする。 
（１事業所当たり、年額） 
当年度の 
１日当たりの 
利用児童数 

基準額（円） 

6人未満 
6人以上 
8人未満 
8人以上 
13人未満 
13人以上 
15人未満 

8,048,000

10,466,000 

12,984,000 

15,502,000

補助対象額 
補助金の 
種　　類 

運営費 
補　助 

別表１ 

二
　
対
象

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
要
介
護
者

等
と
同
居
し
、
現
に
介
護
し
て
い
る
住
民

税
非
課
税
世
帯
の
家
族
に
支
給
す
る
。

（
県
補
助
対
象
分
）

・
要
介
護
認
定
に
お
け
る
要
介
護
度
四
又

は
五
の
在
宅
高
齢
者
を
現
に
介
護
し
て
い

る
家
族

（
市
単
独
分
）

・
介
護
保
険
の
要
介
護
三
と
認
定
さ
れ
た

在
宅
高
齢
者
を
現
に
介
護
し
て
い
る
家
族

・
重
度
心
身
障
害
者（
身
障
手
帳
の
一
･

二
級
、
療
育
手
帳
Ａ
１
、
Ａ
２
所
持
者
等
）

を
現
に
介
護
し
て
い
る
家
族

・
膀
胱
直
腸
障
害
等
に
あ
る
在
宅
の
心
身

障
害
者（
児
）を
現
に
介
護
し
て
い
る
家
族

三
　
対
象
の
介
護
用
品

紙
お
む
つ
、
尿
取
り
パ
ッ
ト
、
使
い
捨
て

手
袋
、
清
拭
剤
、
ド
ラ
イ
シ
ャ
ン
プ
ー
等
介

護
に
要
す
る
日
常
的
に
必
要
な
消
耗
品
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四
　
支
給
方
法

・
金
券
方
式（
領
収
書
、レ
シ
ー
ト
添
付
。

本
人
は
一
月
に
一
回
品
物
を
受
領
。）

・
券
の
発
行
は
三
ヶ
月
に
一
回
。

・
券
に
は
有
効
期
限
を
設
け
る
。

・
取
扱
店
は
、
登
録
業
者
。

五
　
事
務
手
順

申
請
　
　
ケ
ア
会
議
　
　
交
付
　
　

利
用
者
が
登
録
店
で
購
入
　
　
登
録
店

は
金
券
に
レ
シ
ー
ト
を
添
付
し
て
市
に
請

求
　
　
登
録
店
に
支
払
い

六
　
実
施
時
期

平
成
十
八
年
度
か
ら
実
施
す
る
。

【
寝
た
き
り
老
人
及
び
重
度
心
身
障
害
者
等

お
む
つ
手
当
て
支
給
事
業
】

本
事
業
に
つ
い
て
は
、
類
似
す
る
家
族

介
護
用
品
支
給
事
業
に
統
合
す
る
。

【
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
】

一

エ
リ
ア
に
つ
い
て
は
、
国
分
市
の
現
在
の

基
幹
型
一
箇
所
を
地
域
型
と
し
、
地
域
型

在
介
を
三
箇
所
と
す
る
。
そ
の
他
に
つ
い

て
は
、
従
前
の
と
お
り
と
す
る
。

二
　
新
市
に
お
い
て
は
、
隼
人
町
の
社
協
内

に
基
幹
型
を
配
置
す
る
。

三
　
地
域
型
は
地
域
ケ
ア
会
議
を
充
実
さ

せ
る
た
め
二
名
体
制
と
す
る
。

※
　
現
行
に
お
い
て
上
記
の
と
お
り
整
理
し

た
が
、
介
護
保
険
法
等
の
改
正
に
よ
り
平

成
十
八
年
度
か
ら
制
度
内
容
の
変
更
が

予
定
さ
れ
て
お
り
、
今
後
、
介
護
保
険
部

門
と
も
連
携
を
図
り
な
が
ら
国
の
動
向

を
注
視
し
、
対
応
し
て
い
く
。

○
報
告
第
四
十
二
号
　
そ
の
他
の
福
祉
事
業

【
老
人
医
療
】の
取
扱
い
に
つ
い
て

協
定
項
目（
25
―
15
―
③
）で
合
併
ま
で
に

調
整
す
る
と
し
て
い
た
そ
の
他
の
福
祉
事
業

に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
報
告
が
お
こ
な
わ
れ

ま
し
た
。

【
レ
セ
プ
ト
点
検
事
業
】

レ
セ
プ
ト
開
示
に
つ
い
て
は
霧
島
市
国
民

健
康
保
険
及
び
老
人
保
健
診
療
報
酬
明
細

書
等
の
開
示
に
係
る
取
扱
要
綱
を
整
備
し

実
施
す
る
。

○
報
告
第
四
十
号
ー
②
　
農
林
水
産
関
係
事
業

【
農
業
】の
取
扱
い
に
つ
い
て

協
定
項
目（
25
―
16
―
①
）で
合
併
ま
で
に

調
整
す
る
と
し
て
い
た
農
林
水
産
関
係
事
業

に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
報
告
が
お
こ
な
わ
れ

ま
し
た
。

【
農
業
後
継
者
等
育
成
就
農
支
援
事
業
】

一
　
目
的
は
、
新
規
就
農
の
促
進
や
定
着
化

を
図
る
と
と
も
に
、
優
れ
た
農
業
後
継
者

を
育
成
し
、
農
業
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ

と
と
す
る
。

二
　
対
象
者
は
、
市
内
に
居
住
す
る
新
規
就

農
者
や
農
家
の
後
継
者
で
あ
り
、
半
年
以

上
二
年
未
満
の
研
修
を
行
う
五
十
五
歳

未
満
の
者
と
す
る
。

三
　
組
織
は
、
農
業
後
継
者
等
育
成
就
農

支
援
協
議
会
の
設
置
に
つ
い
て
は
農
政
推

進
対
策
協
議
会
を
併
用
す
る
こ
と
と
す

る
。

四
　
負
担
区
分
は
、
研
修
先
農
家
が
二
分
の

一
、
市
が
二
分
の
一
を
負
担
す
る
。

五
　
支
給
期
間
･
額
は
、
期
間
が
二
年
以

内
、
単
身
者
に
つ
い
て
は
支
給
月
額
九
万

円
、
夫
婦
に
つ
い
て
は
支
給
月
額
十
三
万

五
千
円
を
支
給
す
る
。

六
　
研
修
先
は
、
県
が
指
定
し
た
拠
点
農

場
･
市
が
指
定
す
る
優
良
農
家
と
す
る
。

七
　
返
還
金
は
、
研
修
期
間
が
六
ヶ
月
未
満

又
は
、
就
農
後
五
年
未
満
に
離
農
し
た
と

き
は
、
市
助
成
総
額
の
五
分
の
一
の
返
還

を
求
め
る
も
の
と
す
る
。

八
　
実
施
時
期
は
、
平
成
十
八
年
度
か
ら
と

す
る
。

【
認
定
農
業
者
農
用
地
集
積
促
進
事
業
】

一
　
目
的
は
、
経
営
規
模
拡
大
を
目
指
す

認
定
農
業
者
に
対
し
て
助
成
金
を
交
付

す
る
こ
と
に
よ
り
、
農
用
地
の
有
効
利
用

と
農
業
の
生
産
性
向
上
及
び
他
産
業
並

み
の
所
得
の
向
上
に
資
す
る
こ
と
と
す

る
。

二
　
交
付
基
準
は
、
面
積
三
十
ア
ー
ル
以
上

か
つ
契
約
期
間
五
年
以
上
を
対
象
と
す

る
。
対
象
期
間
は
一
月
一
日
か
ら
十
二

月
三
十
一
日
と
す
る
。

三
　
助
成
額
は
、
十
ア
ー
ル
当
た
り
二
万
円

（
一
回
限
り
）。
売
買
に
つ
い
て
は
、
嘱
託
登

記
手
数
料
相
当
額
を
助
成
す
る
。

四
　
返
還
金（
五
年
未
満
で
契
約
を
解
除
し

た
場
合
の
十
ア
ー
ル
当
た
り
の
返
還
額
）

五
　
審
査
は
、
農
業
委
員
会
に
よ
り
行
う
。

六
　
管
理
台
帳
は
、
溝
辺
町
の
管
理
台
帳
を

新
市
へ
引
き
継
ぐ
。

七
　
対
象
要
件
と
対
象
外
要
件

（
対
　
象
）

賃
貸
借
契
約
の
設
定
又
は
、
売
買
に
よ

り
所
有
権
の
移
転
を
し
、
一
回
に
三
十
ア

ー
ル
以
上
締
結
し
た
認
定
農
業
者
、
利
用

権
設
定
機
関
は
、
一
月
一
日
か
ら
十
二
月

三
十
一
日
ま
で（
平
成
十
八
年
度
は
、
四

月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
）の
間
に

行
わ
れ
た
も
の
で
、
存
続
期
間
は
五
年
以

上
、
農
業
振
興
地
域
の
農
用
地
区
域
内
で

基
盤
整
備
完
了
区
域

（
対
象
外
）

譲
受
人
又
は
賃
借
人
が
、
譲
渡
人
又
は

賃
貸
人
と
同
一
世
帯
員
で
あ
る
場
合
。

返還金の一覧 

１年未満 

1～2年未満 

2～3年未満 

3～4年未満 

4～5年未満 

20,000円 

16,000円 

12,000円 

8,000円 

4,000円 

現在の設置状況 

市町名 

国分市 

溝辺町 

横川町 

牧園町 

霧島町 

隼人町 

福山町 

基幹型 

１ 

― 

― 

― 

― 

１ 

― 

地域型 

２ 

１ 

１ 

１ 

２ 

２ 

１ 
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姶良中央地区

二
　
実
施
時
期
は
平
成
十
八
年
度
か
ら
と

す
る
。

【
林
業
振
興
団
体
事
業
補
助
】

一
　
緑
の
少
年
団
の
補
助
に
つ
い
て
は
、
年
間

の
活
動
計
画
に
応
じ
補
助
を
す
る
。

【
特
用
林
産
物
振
興
事
業
】

一

し
い
た
け
生
産
振
興
資
金
融
資
制
度

に
つ
い
て
は
、
新
市
に
引
き
継
ぐ
。

二
　
各
振
興
会
へ
の
補
助
に
つ
い
て
は
、
年
間

の
活
動
計
画
に
応
じ
補
助
を
す
る
。

【
火
入
れ
許
可
】

一
　
火
入
れ
許
可
の
対
象
期
間
は
五
日
以

内
、
対
象
面
積
に
つ
い
て
は
一
ヘ
ク
タ
ー
ル

を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。

○
報
告
第
四
十
四
号
ー
①
　
農
林
水
産
関
係
事

業【
耕
地
】の
取
扱
い
に
つ
い
て

協
定
項
目（
25
―
16
―
④
）で
合
併
ま
で
に

調
整
す
る
と
し
て
い
た
農
林
水
産
関
係
事
業

に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
報
告
が
お
こ
な
わ
れ

ま
し
た
。

【
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業（
団
体
営
含

む
）】

一
　
新
規
事
業
の
受
益
者
負
担
割
合
は
、ほ

二
　
実
施
時
期
は
平
成
十
八
年
度
か
ら
と

す
る
。

【
間
伐
実
施
事
業
】

一
　
間
伐
路
網
整
備
事
業
の
負
担
割
合
に

つ
い
て
は
、
事
業
費
の
十
％
と
す
る
。

三
　
平
成
十
七
年
度
採
択
の
横
川
地
区
に

つ
い
て
は
、
新
規
事
業
扱
い
と
す
る
。

【
用
排
水
施
設
整
備
事
業（
団
体
営
含
む
）】

一
　
継
続
事
業
に
つ
い
て
は
、
旧
市
町
の
受

益
者
負
担
割
合
の
と
お
り
と
す
る
。
新
規

事
業
の
受
益
者
負
担
割
合
は
０
％
と
す

る
。

二
　
事
業
主
体
別

場
整
備
に
つ
い
て
事
業
費
の
五
％
と
す
る
。

ほ
場
整
備
以
外
の
事
業
に
つ
い
て
は
０
％

と
す
る
。
な
お
、
負
担
時
期
に
つ
い
て
は
、

事
業
終
了
後
と
す
る
。

二
　
事
業
主
体
別

三
　
平
成
十
七
年
度
採
択
の
上
場
地
区
・
浅

谷
地
区
･
万
膳
地
区
に
つ
い
て
は
、
新
規

事
業
扱
い
と
す
る
。

【
農
業
用
河
川
工
作
物
応
急
対
策
事
業（
団

体
営
含
む
）】

一
　
事
業
の
受
益
者
負
担
割
合
は
０
％
と

す
る
。

二
　
事
業
主
体
別

【
土
地
改
良
施
設
維
持
管
理
適
正
化
事
業
】

一
　
分
担
金
の
負
担
割
合
に
つ
い
て
は
、
土

地
改
良
区
が
事
業
主
体
の
場
合
、
市
が
三

十
％
、
土
地
改
良
区
が
十
％
と
す
る
。
市

が
事
業
主
体
の
場
合
、
四
十
％
を
市
が
負

担
す
る
。

二
　
事
業
主
体
別

治山事業負担割合 

県 

市 

受益者 

県単補助 
治山事業 

県営県単 
治山事業 

7/10 
（5/10） 

9/10

ー 

2/10 
（4/10） 

1/10

1/10 
（1/10） 

※（　）は、市防災計画に記載 
　のない箇所 

間伐路網整備事業負担割合 

県 

市 

受益者 
組　合 

作業路 集材路 

5/10

1/10

5/10

5/10

4/10ー 

中山間地域総合整備事業 
負担割合 

※市負担のうち、ほ場整備に 
　ついては、事業費の5％は 
　受益者負担。 

国 

県 

市 

県営事業 団体営 
事業 

55％ 

20％ 

25％ 

55％ 

30％ 

15％ 

用排水施設整備事業負担割合 

国 

県 

市 

県営事業 団体営 
事業 

50％ 

25％ 

25％ 

50％ 

30％ 

20％ 

土地改良施設維持管理適正 
化事業負担割合 

国 

県 

市 

土地改良 
区営事業 

土地 
改良区 

市営事業 

30％ 

30％ 

40％ 

30％ 

30％ 

30％ 

ー 10％ 

農業用河川工作物応急 
対策事業負担割合 

国 

県 

市 

県営 
事業 

団体営 
事業 

50％ 

32％ 

18％ 

55％ 

37％ 

8％ 

譲
受
人
又
は
賃
借
人
が
市
内
に
住
所
を

有
し
な
い
場
合
。
農
業
生
産
法
人
で
そ
の

構
成
員
が
当
該
農
業
生
産
法
人
に
売
買

又
は
、
利
用
権
を
設
定
す
る
場
合
。

八
　
実
施
時
期
は
平
成
十
八
年
度
か
ら
と

す
る
。

○
報
告
第
四
十
三
号
　
農
林
水
産
関
係
事
業

【
林
業
】の
取
扱
い
に
つ
い
て

協
定
項
目（
25
―
16
―
②
）で
合
併
ま
で
に

調
整
す
る
と
し
て
い
た
農
林
水
産
関
係
事
業

に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
報
告
が
お
こ
な
わ
れ

ま
し
た
。

【
治
山
事
業（
小
規
模
崩
壊
地
復
旧
事
業
含

む
、
県
営
含
む
）】

一
　
県
単
補
助
治
山
事
業
受
益
者
負
担
割

合
に
つ
い
て
は
、
事
業
費
の
十
％
と
す
る
。
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発
面
積
が
千
2
ｍ
以
上
の
開
発
行
為
に
適

用
す
る
。

三
　
土
地
利
用
対
策
委
員
会
を
設
置
す
る
。

重
要
な
案
件
に
つ
い
て
審
議
す
る
。（
委
員

に
つ
い
て
は
、
助
役
、
部
長
及
び
関
係
課

長
）

四
　
土
地
利
用
対
策
要
綱
に
つ
い
て
は
、
合

併
時
か
ら
施
行
す
る
。

○
報
告
第
四
十
一
号
ー
④
　
建
設
関
係
事
業

【
建
築
住
宅
】の
取
扱
い
に
つ
い
て

協
定
項
目（
25
―
18
）で
合
併
ま
で
に
調
整

す
る
と
し
て
い
た
建
設
関
係
事
業
に
つ
い
て
、

次
の
と
お
り
報
告
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

【
公
営
住
宅
収
納
管
理
】

一
　
公
営
住
宅
の
家
賃
の
算
定
に
つ
い
て
は
、

公
営
住
宅
法
に
基
づ
き
算
定
す
る
が
、
新

市
の
家
賃
へ
の
移
行
は
平
成
十
八
年
四
月

か
ら
と
し
、
平
成
十
八
年
三
月
ま
で
は
現

行
の
ま
ま
と
す
る
。
な
お
、
市
町
村
立
地

係
数
及
び
利
便
性
係
数
の
変
更
に
よ
り

新
市
の
家
賃
は
確
定
す
る
が
、
現
行
の
家

賃
を
上
ま
わ
る
場
合
は
、
国
か
ら
の
通
知

の
と
お
り
、
お
お
む
ね
三
年
以
内
で
調
整

す
る
こ
と
と
す
る
。

二
　
市
営
単
独
住
宅
の
家
賃
に
つ
い
て
は
、

現
行
の
と
お
り
新
市
に
引
き
継
ぐ
。

三
　
駐
車
場
使
用
料
の
徴
収
に
つ
い
て
は
、

現
行
の
と
お
り
新
市
に
引
き
継
ぐ
。

四
　
市
営
単
独
住
宅
の
敷
金
は
公
営
住
宅

と
同
じ
よ
う
に
徴
収
す
る
。

五
　
共
益
費
に
つ
い
て
は
各
団
地
で
対
応
と

す
る
。

六
　
督
促
手
数
料
は
徴
収
す
る
。（
百
円
）

七
　
各
証
明
手
数
料
は
徴
収
す
る
。

（
二
百
円
）

八
　
滞
納
整
理
の
方
法
は
国
分
市
の
例
に

よ
る
。

九
　
不
納
欠
損
処
理
の
方
法
は
国
分
市
の

例
に
よ
る
。

○
報
告
第
三
十
七
号
ー
②
　
そ
の
他
事
業【
選

挙
管
理
委
員
会
関
係
事
務
】の
取
扱
い
に
つ
い

て協
定
項
目（
25
―
27
―
③
）で
合
併
ま
で
に

調
整
す
る
と
し
て
い
た
そ
の
他
事
業
に
つ
い

て
、
次
の
と
お
り
報
告
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し

た
。

【
不
在
者
投
票
・
期
日
前
投
票
の
投
票
所
、

事
務
体
制
及
び
時
間
】

一
　
不
在
者
投
票
の
投
票
所
は
、
期
日
前
投

票
制
度
の
確
立（
平
成
十
五
年
十
二
月
一

日
施
行
）に
よ
り
郵
送
関
係
が
主
で
あ
る

こ
と
、
本
庁
に
お
い
て
一
括
で
事
務
を
行

な
っ
た
方
が
投
票
用
紙
の
管
理
等
を
勘
案

し
た
時
に
円
滑
な
事
務
が
行
な
え
る
と

判
断
し
、
本
庁
の
み
に
設
置
す
る
こ
と
と

す
る
。

二
　
期
日
前
投
票
の
投
票
所
は
各
総
合
支

所
の
区
域
ご
と
に
設
置
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

投
票
所
で
各
総
合
支
所
管
内
の
有
権
者

に
つ
い
て
の
期
日
前
投
票
事
務
を
行
な

う
。

三
　
最
初
の
市
議
･
市
長
選
挙
に
つ
い
て
は
、

各
総
合
支
所
の
区
域
ご
と
に
不
在
者
投

票
指
定
投
票
区
を
設
置
す
る
。（
公
職
選

の
固
定
資
産
税
の
課
税
免
除
に
つ
い
て
は
、

福
山
町
の
過
疎
地
域
産
業
開
発
促
進
条

例
の
と
お
り
と
す
る
。

二
　
市
が
独
自
で
定
め
る
企
業
誘
致
の
優

遇
制
度
に
つ
い
て
は
、
国
分
市
の
工
場
等

立
地
促
進
に
関
す
る
条
例
の
と
お
り
と
す

る
。

三
　
実
施
時
期
は
、
合
併
日
か
ら
と
す
る
。

【
商
工
会
議
所
及
び
商
工
団
体
へ
の
助
成

等
】

一
　
商
工
会
議
所
へ
の
補
助
金
等
に
つ
い
て

は
、
現
行
の
と
お
り
と
す
る
。
ま
た
、
商
工

会
へ
の
補
助
金
額
等
に
つ
い
て
は
、
六
商
工

会
が
合
併
す
る
ま
で
は
現
行
の
と
お
り
各

商
工
会
へ
補
助
す
る
。

【
観
光
協
会
等
関
係
団
体
へ
の
助
成
】

一
　
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
七
年
十

一
月
七
日
設
立
予
定
の「
霧
島
市
観
光
協

会
」に
一
括
し
て
現
行
補
助
金
額
を
交
付

す
る
。

二
　
観
光
協
会
の
一
本
化
に
つ
い
て
は
、
合

併
後
速
や
か
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
協
議
を

行
な
う
。

○
報
告
第
四
十
一
号
ー
③
　
建
設
関
係
事
業

【
都
市
整
備
】の
取
扱
い
に
つ
い
て

協
定
項
目（
25
―
18
）で
合
併
ま
で
に
調
整

す
る
と
し
て
い
た
建
設
関
係
事
業
に
つ
い
て
、

次
の
と
お
り
報
告
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

【
土
地
利
用
協
議
】

一
　
土
地
利
用
対
策
要
綱
に
つ
い
て
は
、
国

分
市
及
び
隼
人
町
を
例
に
作
成
す
る
。

二
　
土
地
利
用
対
策
要
綱
に
つ
い
て
は
、
開

【
県
単
独
農
業
農
村
整
備
事
業
】

一
　
継
続
事
業
に
つ
い
て
は
、
旧
市
町
の
受

益
者
負
担
割
合
の
と
お
り
と
す
る
。
新
規

事
業
の
受
益
者
負
担
割
合
は
、ほ
場
整
備

に
つ
い
て
事
業
費
の
五
％
を
負
担
す
る
。

ほ
場
整
備
以
外
の
事
業
は
０
％
と
す
る
。

な
お
、
負
担
時
期
に
つ
い
て
は
、
事
業
終
了

後
と
す
る
。

二
　
事
業
主
体
は
市
。

事
業
費
負
担
割
合

県
　
　
四
十
五
％

市
　
　
五
十
五
％

【
単
独
農
業
農
村
整
備
事
業
】

一
　
受
益
者
負
担
割
合
は
、
ほ
場
整
備
に
つ

い
て
は
事
業
費
の
五
％
を
負
担
す
る
。
ほ

場
整
備
以
外
の
事
業
は
０
％
と
す
る
。
な

お
、
負
担
時
期
に
つ
い
て
は
、
事
業
終
了
後

と
す
る
。

二
　
工
事
請
負
額
が
三
十
万
円
以
上
で
県

単
独
事
業
に
該
当
し
な
い
も
の
を
対
象
と

す
る
。

○
報
告
第
四
十
五
号
　
商
工
･
観
光
関
係
事
業

の
取
扱
い
に
つ
い
て

協
定
項
目（
25
―
17
）で
合
併
ま
で
に
調
整

す
る
と
し
て
い
た
商
工
･
観
光
関
係
事
業
に

つ
い
て
、
次
の
と
お
り
報
告
が
お
こ
な
わ
れ

ま
し
た
。

【
企
業
誘
致
】

一
　
国
分
市
、
溝
辺
町
、
霧
島
町
、
隼
人
町

の
固
定
資
産
税
の
課
税
免
除
に
つ
い
て
は
、

国
分
市
の
工
業
開
発
促
進
条
例
の
と
お

り
と
す
る
。
横
川
町
、
牧
園
町
、
福
山
町
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挙
法
第
三
十
七
条
第
七
項
、
同
法
施
行

令
第
二
十
六
条
の
規
定
）

四
　
期
日
前
投
票
の
事
務
取
り
ま
と
め
に
つ

い
て
は
、
本
庁（
本
部
）に
て
一
括
し
て
事

務
を
行
う
。

五
　
事
務
体
制
は
、
協
力
職
員
並
び
に
事
務

補
佐
員
で
対
応
す
る
。

六
　
不
在
者
投
票
の
投
票
時
間
に
つ
い
て
は
、

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
八
時
ま
で

と
す
る
。

七
　
期
日
前
投
票
の
投
票
時
間
に
つ
い
て
は
、

一
箇
所
を
除
き
時
間
を
繰
り
上
げ
る
こ

と
も
可
能
で
あ
る
が
、
有
権
者
の
利
便
性

等
を
考
慮
し
、
当
面
の
間
は
、
す
べ
て
の
投

票
所
に
お
い
て
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午

後
八
時
ま
で
と
す
る
。（
公
職
選
挙
法
第
四

十
条
、
同
法
第
四
十
八
条
の
二
第
三
項
の

規
定
）

八
　
在
外
投
票
事
務
に
つ
い
て
は
、
本
庁
に

お
い
て
事
務
を
行
う
。（
衆
議
院
又
は
参
議

院
の
比
例
代
表
選
出
議
員
の
選
挙
の
み
）

【
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
の
設
置
場
所
】

一
　
設
置
場
所
に
つ
い
て
、
国
･
県
の
選
挙

に
つ
い
て
は
、
現
行
の
と
お
り
新
市
へ
引
き

継
ぐ
。

二
　
設
置
数
に
つ
い
て
、
市
議
･
市
長
選
挙

に
つ
い
て
は
、
公
職
選
挙
法
第
百
四
十
四

条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
条
例
を
制
定

し
、
合
併
後
最
初
の
選
挙
か
ら
法
定
設
置

数
の
約
五
十
％
と
す
る
。

三
　
掲
示
板
の
材
質
に
つ
い
て
は
、
設
置
期

間
の
短
縮
及
び
安
価
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

ベ
ニ
ヤ
で
は
な
く
ア
ル
ミ
板
の
リ
ー
ス
で
対

応
す
る
。

四
　
掲
示
板
の
規
格
・
設
置
方
法
等
に
つ
い

て
は
、
国
分
市
の
例
に
よ
り
新
市
の
例
規

に
て
定
め
る
。

・
霧
島
市
の
議
会
の
議
員
及
び
長
の
選
挙

に
お
け
る
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
の
設
置
に
関

す
る
条
例
及
び
同
規
程

【
選
挙
運
動
用
自
動
車
の
使
用
及
び
選
挙
運

動
用
ポ
ス
タ
ー
の
公
営
の
額
】

一
　
新
市
の
例
規
で
公
職
選
挙
法
第
百
四

十
一
条
及
び
第
百
四
十
三
条
の
規
定
に

基
づ
き
、
国
分
市
の
例
に
よ
り
金
額
等
を

定
め
、
合
併
後
の
最
初
の
市
議
･
市
長
選

挙
か
ら
公
営
で
実
施
す
る
。
な
お
、
金
額

に
つ
い
て
は
、
国
分
市
の
額
を
新
市
に
引

き
継
ぐ
。

○
新
市
の
公
営
の
額（
国
選
の
額
を
準
用
）

二
　
公
営
の
手
続
き
等
に
つ
い
て
も
、
国
分
市

の
例
に
よ
り
新
市
の
例
規
に
て
定
め
る
。

・
霧
島
市
の
議
会
の
議
員
及
び
長
の
選
挙

に
お
け
る
選
挙
運
動
用
自
動
車
の
使
用

及
び
選
挙
運
動
用
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
の
公

営
に
関
す
る
条
例
及
び
同
規
程

○
報
告
第
四
十
六
号
　
そ
の
他
事
業【
温
泉
事

業
】の
取
扱
い
に
つ
い
て

協
定
項
目（
25
―
27
―
⑧
）で
合
併
ま
で
に

調
整
す
る
と
し
て
い
た
そ
の
他
事
業
に
つ
い

て
、
次
の
と
お
り
報
告
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し

た
。

【
温
泉
関
係
手
数
料
】

手
数
料
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
霧
島
町
の
例

に
よ
り
下
記
の
と
お
り
と
す
る
。

①
督
促
手
数
料

百
円

②
延
滞
金
　
霧
島
市
税
条
例
の

規
定
を
準
用
す
る

③
温
泉
供
給
期
間
更
新
許
可

五
千
円
／
件

④
名
義
変
更
許
可
二
万
円
／
件

⑤
そ
の
他
申
請

千
円
／
件

⑥
実
施
時
期

合
併
時

【
協
議
事
項
】

○
協
議
第
七
十
一
号
　
新
市
の
市
章
に

つ
い
て

前
回
の
第
三
十
八
回
合
併
協
議

会
に
お
い
て
事
前
提
案
さ
れ
た
新
市

の
市
章
に
つ
い
て
、
協
議
会
に
お
け
る

最
終
選
考
方
法
も
含
め
協
議
が
な

さ
れ
、
二
段
階
の
投
票
に
よ
る
選
考

の
結
果
、
投
票
総
数
の
過
半
数
の
得

票
を
得
た
応
募
作
品
が
選
定
さ
れ
、

審
議
の
結
果
、
全
会
一
致
に
よ
り
霧

島
市
市
章
に
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

協議会は傍聴できます

ご意見、ご質問をお寄せください

合併に関してご意見、ご質問等がありましたら、合併協議会事務局又は各市町合併担当課までご連絡

ください。

姶良中央地区合併協議会事務局 〒899-4394 国分市中央三丁目４５番１号　
国分シビックセンター行政棟（国分市役所）７階

TEL 0995-64-0937    FAX 0995-64-0940

合併協議会は、原則として毎月開催されます（時間：午後1時30分から）。会場は、国分シビックセンター

複合施設棟2Ｆ多目的ホールです。

傍聴者の定員は30名となっています。希望される方は、会議当日に傍聴者受付までお越しください。

なお、会議開会15分前から傍聴証を発行しますが、15分前における傍聴希望者が定員を超える場合に

は、抽選により傍聴者を決定します。

当面の協議会開催日程 第41回協議会 10／31（月）予定

（原則として月1回の開催を予定していますが、状況により開催日程が追加又は変更される場合があります。

傍聴にお越しの際は、出来るだけ事前に事務局までご確認ください。）

事
務
所
の
引
越
し
作
業
等

に
つ
い
て

十
一
月
七
日
の
合
併
に
向
け

て
、
各
市
町
庁
舎
内
の
引
越
し

作
業
等
が
十
月
中
旬
ご
ろ
か
ら

行
な
わ
れ
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
作
業
期
間
中

ご
迷
惑
を
お
掛
け
い
た
し
ま
す

が
、
ご
理
解
・
ご
協
力
下
さ
る
よ

う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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新市霧島市地域審議会委員を募集します

●地域審議会（以下「審議会」という。）は、地域住民の声を
行政施策に反映させ、きめ細やかな行政サービスを実現
するために設けられます。
●合併特例法に基づいて設置されるものであり、新市発足
後、おおむね１０年間、合併前の１市６町の区域を単位と
して、それぞれの区域に設けられます。

地域審議会とは？ 審議会の役割は？

どのような組織なの？

●審議会ごとに市長の諮問に応じ、次の事項を審議し、意
見を述べます。

●また、市の予算編成の際の事業等に関する要望や、その
他必要と認める事項について審議し、市長に対して意見
を述べることもできます。

●新市まちづくり計画の変更に関する事項
●新市まちづくり計画の執行状況に関する事項
●新市の基本構想の作成及び変更に関する事項
●前各号に掲げるもののほか、市長が必要と認める事項

●各審議会の委員数は15人以内で、次に掲げる者により構
成されます。
①公共的団体等を代表する者
②学識経験を有する者
③公募により選任された者
※今回は、③の委員を募集します。

名　　　称 

国分地区地域審議会 

溝辺地区地域審議会 

横川地区地域審議会 

牧園地区地域審議会 

霧島地区地域審議会 

隼人地区地域審議会 

福山地区地域審議会 

設置区域 

合併前の国分市の区域 

合併前の溝辺町の区域 

合併前の横川町の区域 

合併前の牧園町の区域 

合併前の霧島町の区域 

合併前の隼人町の区域 

合併前の福山町の区域 

［応募・問い合わせ先］
〈国分市にお住まいの方〉
〒899-4394 国分市中央三丁目45-1
国分市役所　企画課 TEL.45-5111 FAX.64-0940

〈溝辺町にお住まいの方〉
〒899-6493 溝辺町有川341
溝辺町役場　企画振興課 TEL.59-3111 FAX.59-3907

〈横川町にお住まいの方〉
〒899-6303 横川町中ノ263
横川町役場　企画商工課 TEL.72-0511 FAX.72-9366

〈牧園町にお住まいの方〉
〒899-6592 牧園町宿窪田2647
牧園町役場　企画課 TEL.76-1111 FAX.76-1137

〈霧島町にお住まいの方〉
〒899-4292 霧島町田口8-4
霧島町役場　企画財政課 TEL.57-1111 FAX.57-0408

〈隼人町にお住まいの方〉
〒899-5192 隼人町内山田1-11-11
隼人町役場　企画課 TEL.42-1111 FAX.43-5328

〈福山町にお住まいの方〉
〒899-4501 福山町福山2466
福山町役場　企画課 TEL.55-2111 FAX.55-3817

［応募資格］
国分市、溝辺町、横川町、牧園町、霧島町、隼人町、

福山町に住所を有している方または当該地域内に存す
る事務所等に勤務する方で、審議会に出席できる方。

［募集人員］ 各審議会ごとに５人以内

［任　　期］ ２年

［応募方法］
所定の応募用紙に必要事項を記入のうえ、下記のテ

ーマに基づいた作文を添えて、お住まいの地域の市役
所又は町役場に郵送、FAX又は直接提出してください。
応募用紙は、市役所又は町役場の企画担当課にありま
す。

［作文のテーマ］
「合併後の●●地域のまちづくりについて」（600～
800字程度、任意様式）
※●●には、それぞれの審議会の区域名（国分、溝辺、
横川、牧園、霧島、隼人、福山）が入ります。

［選考及び通知］
応募書類をもとに選考し、応募者全員にその結果を

通知します。

［応募期間］
平成17年9月上旬から10月中旬まで

（各市町ごとに応募期間が異なりますので、詳細につい
ては各市町企画担当課にお問合わせ下さい。）


